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2
月
11
日

世
界
病
者
の
日

2
月
17
日

灰
の
水
曜
日

四
旬
節
愛
の
献
金

（
四
旬
節
中
）

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
迎
え
た
ク
リ
ス
マ
ス

布
池
教
会
・
富
山
教
会
で「
主
の
降
誕
夜
半
の
ミ
サ
」を
ラ
イ
ブ
配
信

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生

誕
を
大
勢
の
人
が
教
会
に
集

ま
っ
て
祈
り
祝
う
降
誕
祭
ミ

サ
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
た

め
、
事
前
に
松
浦
司
教
か
ら

出
さ
れ
た
注
意
事
項
に
従
っ

て
、
ど
の
小
教
区
も
い
ろ
い

ろ
な
対
策
を
考
え
て
き
た
。

司
教
座
聖
堂
で
あ
る
布
池

教
会
で
は
、
24
日
の
夜
半
の

ミ
サ
を
夕
方
４
時
か
ら
２
時

間
お
き
に
４
回
行
い
、
各
ミ

サ
と
も
定
員
を
160
人
に
し
て

密
に
な
る
の
を
避
け
た
。
ミ

サ
に
与
れ
な
い
人
の
た
め
に

ラ
イ
ブ
配
信
も
行
わ
れ
た
。

例
年
だ
と
信
徒
だ
け
で
な
く

一
般
の
参
加
者
が
多
い
教
会

で
あ
る
が
、
役
員
の
話
に
よ

る
と
、
様
子
を
聞
く
た
め
に

事
前
の
問
い
合
わ
せ
が
多

か
っ
た
が
、
消
毒
や
座
席
の

配
置
な
ど
に
協
力
的
で
、
大

き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
。松

浦
悟
郎
司
教
は
ミ
サ
の

説
教
で
、「
旧
約
の
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
は
、
救
い
主
の
到

来
を
長
い
間
待
っ
て
い
た

が
、
真
っ
先
に
駆
け
寄
っ
た

の
は
羊
飼
い
た
ち
で
あ
っ

た
。
何
故
？　

羊
飼
い
た
ち

は
貧
し
く
、
社
会
の
外
で
暮

ら
し
て
お
り
、
ま
た
イ
エ
ス

も
外
で
産
ま
れ
た
の
で
、
そ

こ
に
は
壁
が
無
く
、
自
由

に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の

だ
。
す
べ
て
の
人
を
招
く
た

め
に
産
れ
た
救
い
主
の
も
と

へ
行
く
に
は
、
一
つ
だ
け
条

件
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
そ
こ

へ
行
き
た
い
」
と
い
う
望
み

が
あ
る
こ
と
。
何
か
を
探
し

求
め
待
っ
て
い
る
人
は
、
す

で
に
イ
エ
ス
の
も
と
に
来
て

い
る
。
実
は
、
待
っ
て
い
る

の
は
私
た
ち
で
は
な
く
神
の

方
。
神
は
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
会

う
約
束
を
準
備
し
な
が
ら
長

い
間
、
人
間
が
帰
っ
て
く
る

の
を
待
っ
て
い
た
。
そ
の

準
備
が
で
き
て
神
の
方
か
ら

人
と
な
っ
て
来
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
ク
リ
ス
マ
ス
。
ク
リ

ス
マ
ス
は
、
限
り
な
く
共
に

い
よ
う
と
す
る
イ
エ
ス
と
一

緒
に
歩
み
だ
す
出
発
点
」
と

語
っ
た
。

一
方
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ

た
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
富
山
教

会
か
ら
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
ミ

サ
の
ラ
イ
ブ
配
信
が
あ
っ

た
。
午
後
７
時
か
ら
の
ミ
サ

で
片
岡
義
博
神
父
は
説
教
で

次
の
よ
う
に
話
し
た
。「
新

聞
の
デ
ジ
タ
ル
版
に
路
上
生

活
者
が
10
万
円
の
特
別
給
付

金
を
受
け
取
れ
な
く
、
最
も

必
要
と
す
る
人
々
に
届
い
て

い
な
い
記
事
が
載
っ
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
、
税
金
を

納
め
て
な
く
住
民
登
録
も

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協

議
会
主
催
に
よ
る
教
皇
訪
日

一
周
年
記
念
ミ
サ
が
２
０
２

０
年
12
月
９
日
、
カ
ト
リ
ッ

ク
麹
町
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会

で
行
わ
れ
た
。
髙
見
三
明
大

司
教
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司

教
協
議
会
会
長
）
が
主
司
式

を
し
、
菊
地
功
大
司
教
（
同

副
会
長
）が
説
教
を
行
っ
た
。

「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る

た
め
」の
決
意
を
新
た
に
し
、

心
を
合
わ
せ
て
祈
り
が
捧
げ

ら
れ
た
。
当
日
の
菊
地
功
大

司
教
の
説
教
の
冒
頭
の
要
旨

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
全

文
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
。

動
画
配
信
の
ア
ド
レ
ス
は

U
RL

：https://youtu.
be/PSIoM

C_A
reY

。
で

ご
覧
い
た
だ
け
る
。

菊
地
功
大
司
教
の
説
教
の

冒
頭一

年
前
、
わ
た
し
た
ち
は

興
奮
の
る
つ
ぼ
の
た
だ
中
に

い
た
。
東
京
ド
ー
ム
に
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
迎
え
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
続
く
扉
が
開
い

て
パ
パ
モ
ー
ビ
ル
が
姿
を
見

せ
た
瞬
間
、
歓
声
と
拍
手

が
塊

か
た
ま
りと
な
っ
た
か
の
よ
う

に
、
教
皇
様
に
向
け
て
押
し

寄
せ
た
。
教
皇
様
を
迎
え
る

多
く
の
人
た
ち
の
喜
び
に
満

ち
た
笑
顔
を
目
に
し
た
と

き
、
日
本
の
教
会
で
新
し
く

何
か
が
芽
生
え
る
の
を
確
信

し
た
。訪
日
後
し
ば
ら
く
は
、

教
皇
訪
日
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
発
展
さ
せ
る
か
、
さ
ま

ざ
ま
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い

た
。と

こ
ろ
が
、
年
が
明
け
て

す
ぐ
、
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
襲
わ

れ
、
い
の
ち
の
危
機
が
始

ま
っ
た
。
未
知
の
感
染
症
で

あ
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち

を
不
安
の
暗
闇
の
中
へ
と
引

き
ず
り
込
ん
だ
。
教
会
は
そ

の
中
で
対
応
を
急
ぎ
、
世
界

各
地
で
日
曜
日
の
ミ
サ
を
中

止
に
し
た
り
、
教
会
活
動
を

一
時
取
り
や
め
に
す
る
と
い

う
よ
う
な
決
断
を
相
次
い
で

し
た
。
日
本
に
お
い
て
も
し

か
り
で
、
今
も
デ
リ
ケ
ー
ト

な
対
応
が
続
い
て
い
る
。
密

接
・
密
集
・
密
閉
を
避
け
る

よ
う
に
と
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
教
会
は
そ
の
三
つ

の
密
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ

る
。さ
ら
に
は
、一
緒
に
な
っ

て
大
き
な
声
で
聖
歌
を
歌
っ

た
り
す
る
。

教
会
は
今
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
日

曜
日
に
で
き
る
限
り
た
く
さ

ん
の
人
が
教
会
に
集
ま
る
よ

う
に
と
働
き
か
け
て
き
た

し
、
少
し
で
も
ミ
サ
に
参
加

す
る
人
が
増
え
る
こ
と
が
、

宣
教
の
一
つ
の
指
標
だ
っ

た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
日
曜

日
に
教
会
に
集
ま
る
こ
と
で

教
会
共
同
体
と
な
っ
て
い
る

と
思
い
込
ん
で
い
た
。
そ
れ

が
物
理
的
に
集
ま
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
今
、
わ
た
し

た
ち
は
教
会
共
同
体
と
い
う

の
は
い
っ
た
い
何
の
こ
と
だ

ろ
う
か
と
自
問
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
集
ま
ら
な
く
て
も
繋

が
っ
て
い
る
共
同
体
と
い
う

の
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
存

在
な
の
か
、
わ
た
し
た
ち
は

何
の
た
め
に
こ
の
社
会
に
存

在
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
昨
年
教
皇

様
が
日
本
の
地
で
語
ら
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
の
な
か

に
、
教
会
の
あ
る
べ
き
姿
、

そ
し
て
私
た
ち
信
仰
者
の
生

き
る
姿
の
道
し
る
べ
を
見
い

だ
し
た
い
と
思
う
。
教
皇
様

の
語
ら
れ
た
言
葉
は
、
ま
さ

し
く
「
す
べ
て
の
い
の
ち
を

守
る
た
め
」
と
い
う
訪
日

の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
も
の

で
、
信
仰
に
お
け
る
信
念
を

持
っ
て
語
ら
れ
た
言
葉
で
あ

り
、
ご
自
身
の
行
動
に
裏
付

け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
た

め
、
多
く
の
人
の
心
に
力
強

く
語
り
か
け
る
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　

訪
日
一
周
年
記
念
ミ
サ

＋
主
の
平
和

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変

な
一
年
を
過
ご
し
ま
し
た

が
、
新
し
い
年
も
昨
年
に
増

し
て
感
染
拡
大
の
勢
い
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。
去
る
１
月
７

日
に
政
府
は
首
都
圏
の
１
都

３
県
に
対
し
て
緊
急
事
態
宣

言
を
発
出
し
、
本
日
、
さ
ら

に
愛
知
県
と
岐
阜
県
を
含
む

７
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
は
、

１
月
14
日
か
ら
２
月
７
日
ま

で
の
間
で
、
そ
の
間
さ
ま
ざ

ま
な
自
粛
要
請
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
宣
言
に
対

し
て
名
古
屋
教
区
と
し
て
は

こ
の
期
間
、
昨
年
の
よ
う
に

一
律
に
ミ
サ
を
中
止
す
る
こ

と
は
し
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
の
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
以
下
の
こ
と
、

特
に
傍
線
部
分
を
重
点
的
に

実
行
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
そ
れ
が
難
し
い
と
判

断
さ
れ
る
場
合
は
、
ミ
サ
を

中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
換
気
の
徹
底　

聖
堂
で

は
、
間
隔
を
空
け
て
座
る
よ

う
に
し
（
１
メ
ー
ト
ル
が

目
安
）、
人
数
制
限
を
す
る
。

窓
や
ド
ア
を
前
後
、
は
す
か

い
に
開
け
る
な
ど
、
効
果
的

に
換
気
す
る
。

２
．
聖
歌
と
司
祭
と
信
徒
の

応
唱
に
つ
い
て　

＊
聖
歌
は

全
員
で
歌
わ
な
い
。
独
唱
と

す
る
か
オ
ル
ガ
ン
奏
楽
の
み

と
す
る
。
典
礼
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
オ
ル
ガ
ン
を
で
き

る
だ
け
活
用
す
る
。
＊
唱
え

る
部
分
に
つ
い
て
も
全
員
で

唱
え
ず
、
先
唱
者
の
み
と
す

る
。
司
祭
と
先
唱
者
だ
け
の

応
唱
と
す
る
。
答
唱
詩
編
な

ど
は
、
先
唱
者
と
朗
読
者
が

交
互
に
唱
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

３
．
小
教
区
に
よ
っ
て
、
近

隣
の
感
染
状
況
や
聖
堂
環
境

を
徹
底
で
き
な
い
な
ど
の
理

由
か
ら
ミ
サ
が
難
し
い
と
判

断
さ
れ
る
場
合
は
、
司
祭
と

小
教
区
評
議
会
（
あ
る
い
は

役
員
）
が
相
談
の
上
、
中
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
詳
細
は
２
０
２
０
年

11
月
1
日
付
で
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
が
発
表

し
た
「
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
に
お
け
る
感
染
症
対
応

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参
照
下

さ
い
。

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
の
対
策（
13
）

�

教
区
司
教
　
松
浦
悟
郎

怠
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
受
け

取
れ
な
く
て
も
当
然
、
と
い

う
よ
う
な
意
見
が
多
く
書
き

込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
今

の
社
会
は
、
非
正
規
雇
用
者

が
必
要
な
仕
組
で
成
り
立
っ

て
い
る
。
彼
ら
は
景
気
が
悪

く
な
れ
ば
、
真
っ
先
に
職
を

失
い
、
路
上
生
活
に
追
い
込

ま
れ
る
人
た
ち
も
少
な
く
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医

療
従
事
者
な
ど
へ
の
差
別
、

非
難
も
同
じ
。
私
た
ち
は
こ

の
方
た
ち
の
お
陰
で
生
活
が

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
ん
な

私
た
ち
の
霊
的
貧
し
さ
を
一

番
知
っ
て
い
る
の
は
、
イ
エ

ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ

　
　
　
　

特
別
年

�

２
０
２
０
年
５
月
24
日
～　

�
�

２
０
２
１
年
５
月
24
日

ヨ
セ
フ
年

　

２
０
２
０
年
12
月
８
日
～�

�

２
０
２
１
年
12
月
８
日

ス
で
し
ょ
う
。
貧
し
く
と
も

大
き
な
愛
に
包
ま
れ
、
神
が

共
に
い
て
く
だ
さ
る
と
い
う

喜
び
と
希
望
を
持
っ
て
こ
の

一
年
を
新
た
に
す
る
決
意
を

し
た
い
」
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教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、�

84
歳
の
誕
生
日

故
ペ
ト
ロ
岡
田
武
夫

名
誉
大
司
教
追
悼

ミ
サ
延
期
に
つ
い
て

訃
報

�

ペ
ト
ロ
岡
田
武
夫
名
誉
大
司
教
。79
歳
。

訃
報

�

パ
ウ
ロ
浜は

ま

口ぐ
ち

末す
え
お男

司
教
帰
天
。
72
歳
。

前
東
京
大
司
教
、
ペ
ト
ロ

岡
田
武
夫
名
誉
大
司
教
は
12

月
18
日
㈮
午
後
１
時
22
分
、

頸
部
食
道
が
ん
に
伴
う
出
血

性
シ
ョ
ッ
ク
の
た
め
東
京
医

科
歯
科
大
学
付
属
病
院
に
て

帰
天
。
79
歳
。

生
前
、
多
く
の
役
職
を
担

わ
れ
、
主
だ
っ
た
も
の
と
し

て
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教

協
議
会
会
長
、
副
会
長
、
教

皇
庁
諸
宗
教
対
話
評
議
会
委

員
、
社
会
福
祉
法
人
ぶ
ど
う

の
木
、
ロ
ゴ
ス
点
字
図
書
館

理
事
長
、
公
益
財
団
法
人
東

京
カ
リ
タ
ス
の
家
理
事
長
な

ど
を
務
め
ら
れ
た
。

１
９
４
１
年
10
月
24
日
千

葉
県
市
原
市
鶴
舞
に
て
誕

生
。
63
年
12
月
24
日
カ
ト

リ
ッ
ク
へ
改
宗
（
上
智
大
学

大
分
教
区
の
浜
口
末
男
司

教
が
12
月
28
日
17
時
１
分
、

悪
性
黒
色
腫
の
た
め
大
分
大

学
医
学
部
附
属
病
院
に
て
帰

天
。
72
歳
。

「
す
べ
て
の
造
ら
れ
た
も

の
に
福
音
を
宣
べ
伝
え
な
さ

い
」（
マ
ル
コ
16
、
15
）
を

司
教
紋
章
の
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
い
た
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
ホ

ル
ヘ
・
マ
リ
オ
・
ベ
ル
ゴ
リ

オ
）
は
、
２
０
２
０
年
12
月

17
日
に
84
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
。
教
皇
は
１
９
３

６
年
12
月
17
日
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

に
生
ま
れ
。
誕
生
日
に
あ
た

り
教
皇
は
、
手
紙
や
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
た
く
さ
ん
の

人
々
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

受
け
取
ら
れ
た
。

学
生
会
館
チ
ャ
ペ
ル
）。
73

年
11
月
３
日
司
祭
叙
階
。
74

年
4
月
～
11
月
船
橋
教
会
助

任
司
祭
。
74
年
11
月
～
75
年

４
月
西
千
葉
教
会
主
任
代

行
。75
年
～
79
年
留
学（
ロ
ー

マ
）。
79
年
４
月
～
86
年
柏

教
会
主
任
司
祭
。
86
年
１
月

～
91
年
８
月
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
宣
教
研
究
所
所
長
。
91
年

４
月
15
日
浦
和
教
区
司
教
に

任
命
。
91
年
９
月
16
日
司
教

叙
階
。
２
０
０
０
年
５
月
13

日
東
京
教
区
大
司
教
に
任

命
。
00
年
９
月
３
日
東
京
教

区
大
司
教
と
し
て
着
座
。
13

年
７
月
27
日
さ
い
た
ま
教

区
管
理
者
に
任
命
（
兼
務
）。

17
年
10
月
25
日
東
京
大
司
教

引
退
が
受
理
。
18
年
６
月
２

日
さ
い
た
ま
教
区
管
理
者
解

任
。
19
年
４
月
～
20
年
６
月

本
郷
教
会
小
教
区
管
理
者
。

20
年
12
月
18
日
帰
天
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教

館
よ
り
）

１
月
19
日
午
前
10
時
か
ら

予
定
し
て
い
た
、
故
ペ
ト
ロ

岡
田
武
夫
名
誉
大
司
教
追
悼

ミ
サ
と
、
同
日
の
午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
献
花

と
お
別
れ
（
ど
な
た
で
も
参

加
）
は
都
合
に
よ
り
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
代
わ
り
の
日

程
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は

未
定
で
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
東
京
教
区
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

よ
り
）

１
９
４
８
年
８
月
１
日
長

崎
県
長
崎
市
西
出
津
町
に
て

誕
生
。
67
年
4
月
福
岡
サ

ン
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院
入

学
。
75
年
３
月
19
日
司
祭
叙

階
（
長
崎
教
区
）。
75
年
４

月
大
浦
教
会
助
任
司
祭
。
78

年
４
月
出
津
教
会
助
任
司

祭
。
84
年
4
月
大
曽
教
会
主

任
司
祭
。
92
年
４
月
長
崎
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
院
長
。
２

０
０
５
年
４
月
高
松
教
区
事

務
局
長
。
08
年
４
月
櫻
町
教

会
主
任
司
祭
。
11
年
６
月
26

日
司
教
叙
階
（
大
分
教
区
）。

20
年
12
月
28
日
帰
天
。

世界病者の日　　（２月11日）
　聖ヨハネ・パウロ二世教皇は、1984年2月11
日（ルルドの聖母の記念日）に使徒的書簡『サ
ルヴィフィチ・ドローリス―苦しみのキリスト
教的意味』を発表し、翌年の2月11日には、教
皇庁医療使徒職委員会（現・保健従事者評議会）
を開設した。そして1993年からこの日は「世界
病者の日」と定められ、毎年教皇メッセージが
発表されている。病者がふさわしい援助を受け
られるように、また苦しんでいる人が自らの苦
しみの意味を受け止めていくための必要な助け
を得られるように、カトリックの医療関係者に
対してだけではなく、広く社会一般に訴えてい
かなければならない。

四旬節愛の献金　　（四旬節中）
　教皇は毎年、四旬節に向けてメッセージを発表し、
キリストを信じるすべての人が四旬節の精神をよく
理解して、回心と愛のわざに励むよう呼びかける。
この呼びかけにこたえて日本のカトリック教会は、
虐げられ、差別され、見捨てられ、いのちの危機に
さらされている人たちとの共感を大切にするよう一
人ひとりに訴えるとともに、四旬節中の「愛の献金」
を奨励している。
　この「愛の献金」は、カリタスジャパンを通して
海外諸国と日本各地に送られ、難民や孤児、そして、
貧困、失業、飢餓などに苦しむ多くの人々のいのち
を守るために、また彼らの自立を助けるために使わ
れる。

四旬節（大斎・小斎）について
　復活祭の準備期間を四旬節と呼ぶ。もともと
は復活徹夜祭に洗礼を受ける志願者の準備期間
として起こったと考えられるが、教会をあげて
復活祭をふさわしく迎えるために、祈りと施し
と断食に励む習慣も生まれた。また、主日は復
活の記念日として断食をしない習慣だったの
で、復活祭までの断食日が実際に40日になるよ
うに、灰の水曜日から四旬節を始めるように
なった。現行の規則では断食の日とされている
のは灰の水曜日と聖金曜日で、四旬節は主日も
含めて灰の水曜日から「聖なる過越しの3日間」
が始まる主の晩餐の夕べのミサの前までの44日
となる。

正
義
と
平
和
委
員
会
学
習
会

「
生
命
倫
理
を
考
え
る
」
第
３
回

「
ゲ
ノ
ム
編
集
の
危
険
性
」

前
回
、
遺
伝
子
組
み
換
え

（
外
部
の
遺
伝
子
を
対
象
作

物
に
取
り
入
れ
、
突
然
変
異

を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
で
収
穫

量
増
や
害
虫
に
強
い
と
い
っ

た
特
徴
を
持
た
せ
る
技
術
）

作
物
（
以
下
Ｇ
Ｍ
と
略
）
が

人
体
や
環
境
へ
の
複
合
汚
染

の
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
し

た
が
、
新
た
な
技
術
ゲ
ノ

ム
編
集
は
「
原
則
と
し
て
対

象
作
物
の
遺
伝
子
自
体
を
改

変
す
る
た
め
、
安
全
性
が

高
い
と
さ
れ
、
さ
ら
に
品
種

改
良
の
時
間
や
コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
。」（
日
経
19
、
３

／
10
）
か
ら
と
、
２
０
１
９

年
９
月
19
日
、
消
費
者
庁
は

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
表
示
を

義
務
付
け
な
い
と
発
表
し
た

（
東
京
新
聞
）。
理
由
は「（
外

部
遺
伝
子
を
組
み
込
ま
な
い

食
品
は
）
…
表
示
義
務
に
違

反
す
る
商
品
が
あ
っ
て
も
見

抜
け
な
い
た
め
」と
説
明（
同

東
京
新
聞
）。
つ
ま
り
、
危

険
な
食
品
も
流
通
す
る
と
の

政
策
な
の
だ
。
国
民
は
危
険

な
も
の
と
知
ら
ず
食
べ
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

「
生
命
を
守
る
」
べ
き
カ
ト

リ
ッ
ク
者
と
し
て
、
こ
の
こ

と
を
看
過
し
て
良
い
の
だ
ろ

う
か
。
９
月
11
日
に
「
生
命

倫
理
を
考
え
る
」
第
３
回
を

開
き
、「
ゲ
ノ
ム
編
集
の
危

険
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

師
の
大
沼
淳
一
さ
ん
か
ら
話

を
聞
い
た
。
要
旨
は
下
記
の

通
り
で
あ
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
と
は

「
ゲ
ノ
ム
（
全
遺
伝
情
報
）

を
人
為
的
に
操
作
す
る
こ
と

で
遺
伝
性
難
病
の
治
療
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
ほ

か
、
農
産
物
の
大
幅
な
品
種

改
良
に
役
立
て
る
技
術
も
あ

る
。」（
日
経
19
、
２
／
７
）。

安
倍
首
相
は
「
ゲ
ノ
ム
編
集

を
成
長
戦
略
の
ど
真
ん
中
に

位
置
付
け
」
た
（
２
０
１

８
年
６
月
15
日
閣
議
決
定
）。

将
来
の
市
場
規
模
は
600
兆
円

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
研
究

が
活
発
化
し
、医
療
用
で
は
、

白
血
病
の
新
治
療
法
「
白
血

病
患
者
の
免
疫
細
胞
を
ゲ
ノ

ム
編
集
し
て
体
内
に
戻
す
。

（
キ
メ
ラ
抗
原
受
容
体
Ｃ
Ａ

Ｒ
を
組
み
込
ん
だ
Ｔ
細
胞
が

が
ん
化
し
た
白
血
球
な
ど
を

攻
撃
）。
一
回
の
治
療
費
５

０
０
０
万
円
。
保
険
適
用
認

め
る
」
が
了
承
さ
れ
た
（
中

日
19
、
2
／
21
）。
ま
た
、

臓
器
移
植
用
の
ヒ
ト
内
臓
を

豚
で
作
る
こ
と
を
文
科
省
が

３
月
１
日
付
で
出
産
を
Ｏ
Ｋ

し
た
。
理
由
は
臓
器
移
植
を

希
望
す
る
人
に
対
し
て
、
提

供
者
が
少
な
い
状
態
は
慢
性

的
に
続
い
て
い
る
か
ら
（
中

日
19
、
４
／
29
）。
食
品
で

は
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
15
倍
の
ト
マ
ト

を
開
発
。「
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
と
は

血
圧
の
上
昇
を
抑
え
た
り
、

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
た
り
す

る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
ア

ミ
ノ
酸
」（
日
経
同
）。
他
に

収
量
を
増
や
し
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
、
小
麦
の
品
種
改
良
の

開
発
が
あ
る
。

ゲ
ノ
ム
と
は
特
定
の
生
物

の
遺
伝
子
の
総
体
を
言
い
、

遺
伝
子
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
出
来

て
い
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
4
種
類

の
塩
基
（
Ａ
、
Ｇ
、
Ｃ
、
Ｔ
）

配
列
か
ら
な
る
「
文
章
又
は

楽
譜
の
よ
う
な
も
の
」。
つ

ま
り
「
生
命
の
設
計
図
」
で

あ
る
蛋
白
質
の
設
計
図
と
製

造
工
程
図
だ
。
そ
の
ゲ
ノ
ム

の
塩
基
配
列
を
削
除
（
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
）
し
た
り
、
別
の

塩
基
配
列
を
挿
入
す
る
こ
と

（
ノ
ッ
ク
イ
ン
）
を
ゲ
ノ
ム

編
集
と
言
う
。

ゲ
ノ
ム
編
集
の
道
具

ゲ
ノ
ム
編
集
の
道
具
に
は

ゲ
ノ
ム
編
集
酵
素
（
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
切
断
・
分
解
す
る
ハ
サ

ミ
）、Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
（Cas

９
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
断
す
る
ハ

サ
ミ
）と
案
内
役
ガ
イ
ド（
ｇ

Ｒ
Ｎ
Ａ
、
標
的
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
結

合
）が
最
も
多
く
使
わ
れ
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
の
技
術
的
問
題

点１
）
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
効
果

Ｄ
Ｎ
Ａ
分
解
酵
素
に
よ
る

標
的
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
認
識
エ
ラ
ー

か
ら
標
的
外
に
結
合
す
る
ミ

ス
マ
ッ
チ
、
標
的
遺
伝
子
１

個
に
対
し
編
集
効
果
を
上
げ

る
た
め
に
ハ
サ
ミ
（
Ｄ
Ｎ
Ａ

分
解
酵
素
）
を
数
十
万
～
数

百
万
個
の
濃
度
に
す
る
た

め
、
標
的
外
の
切
断
に
よ
る

影
響
を
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
効

果
と
呼
び
、
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
変
異
が
増
加
す
る
こ
と
と

な
る
。（
１
兆
分
の
１
の
確

率
で
存
在
す
る
配
列
に
く
っ

つ
い
て
、
そ
の
先
を
ハ
サ
ミ

が
切
る
。
こ
れ
が
、
ゲ
ノ
ム

の
狙
っ
た
と
こ
ろ
、
特
定
の

と
こ
ろ
を
切
る
。
し
か
し
、

20
塩
基
中
１
塩
基
と
か
２
塩

基
が
違
う
、
と
い
う
程
度
の

よ
く
似
た
塩
基
配
列
が
あ
る

と
、
間
違
っ
て
く
っ
つ
き
、

そ
の
先
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
っ
て

変
異
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。

そ
れ
が
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
変

異
）

２
）Cas

９
酵
素
自
身
の
問

題Cas

９
で
ゲ
ノ
ム
編
集
出

来
た
細
胞
は
、
い
っ
た
ん
切

れ
た
と
こ
ろ
が
間
違
っ
て
修

復
さ
れ
る
の
で
癌
に
な
り
や

す
い
。

３
）
マ
ー
カ
ー
遺
伝
子
の
問

題
マ
ー
カ
ー
遺
伝
子
と
は
、

ゲ
ノ
ム
編
集
が
出
来
た
細
胞

と
出
来
な
か
っ
た
細
胞
を
識

別
・
選
択
す
る
も
の
。
発
光

蛋
白
質
を
作
る
遺
伝
子
と
抗

生
物
質
耐
性
遺
伝
子
が
あ

る
。
し
か
し
、
ゲ
ノ
ム
編
集

過
程
で
必
要
だ
が
終
わ
れ
ば

不
要
な
外
来
遺
伝
子
と
な

る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
対
し
て
何
が

で
き
る
か

こ
れ
ら
の
技
術
的
問
題
か

ら
ゲ
ノ
ム
編
集
は
特
定
遺
伝

子
を
効
率
よ
く
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
で
き
る
以
外
は
技
術
的
に

は
従
来
の
遺
伝
子
組
換
え
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
従
っ

て
、
冒
頭
に
上
げ
た
消
費
者

庁
の
説
明
は
原
発
政
策
と
同

じ
く「
安
全
」よ
り「
経
済
性
」

優
先
、
弱
者
切
り
捨
て
と

な
っ
て
い
る
。
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
と
し
て
、
安
全
審
査
の
徹

底
と
食
品
の
表
示
義
務
を
求

め
、「
生
命
を
守
り
、
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
」
こ
と

を
第
一
と
し
た
生
活
を
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

（
正
義
と
平
和
委
員
会

�

竹
谷 

基
）



（ 3 ）	 ２ ０ 2 1 年 2 月 7 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 0 9 号）

『
名
古
屋
　
初
開
催
』
サ
ダ
ナ
黙
想
会

�

【
入
門
コ
ー
ス
】

２
０
２
０
年
秋
、
10
月
か

ら
12
月
ま
で
毎
月
１
回
ず

つ
、
サ
ダ
ナ
黙
想
会
【
入
門

コ
ー
ス
】
が
聖
霊
会
八
事
修

道
院
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
日
本
各
地
で
開

催
さ
れ
る
サ
ダ
ナ
黙
想
会
だ

が
、
名
古
屋
で
は

初
の
開
催
と
な
っ

た
。イ

エ
ズ
ス
会
の

植う
え

栗く
り

彌わ
た
る

神
父
の

指
導
に
よ
り
、
聖

イ
グ
ナ
チ
オ
の
霊

性
を
基
に
、「
心

と
知
性
の
静
け

さ
」「
神
様
と
の

個
人
的
な
触
れ
合

い
」
を
体
験
す
る

場
と
し
て
開
催
さ

れ
、
愛
知
県
各
地

や
大
阪
か
ら
も
参

加
者
が
集
ま
っ

た
。今

回
の
名
古
屋
サ
ダ
ナ
は

撹か
く

上あ
げ

宏
さ
ん
・
暁
子
さ
ん
夫

妻
（
瀬
戸
教
会
）
の
声
か
け

に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
宏
さ

ん
は
、
20
年
以
上
前
に
初
め

て
参
加
し
、
そ
の
後
各
地
に

出
か
け
て
参
加
を
重
ね
て
来

た
。「
自
分
が
体
験
し
た
喜

び
を
、
愛
知
県
や
近
隣
の
県

の
皆
さ
ん
に
伝
え
、
体
験
し

て
ほ
し
か
っ
た
。
家
族
の
様

に
安
心
し
て
い
ら
れ
、
祈
り

合
え
る
場
を
つ
く
り
た
か
っ

た
。」
と
語
り
、
暁
子
さ
ん

は
「
毎
日
の
生
活
で
は
な
か

な
か
と
る
事
の
で
き
な
い
静

か
な
時
間
を
、
初
め
て
会
っ

た
方
々
と
共
有
し
て
、
ず
っ

と
前
か
ら
知
り
合
っ
て
い
る

様
な
安
心
感
の
中
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ

た
。」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

撹
上
夫
妻
以
外
は
全
員
初

参
加
で
、

「
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
体
感
、
ゆ
っ
く
り
と

深
い
呼
吸
、
神
様
を
豊
か
に

感
じ
る
こ
と
な
ど
を
、
ガ
イ

ド
し
て
も
ら
い
な
が
ら
体
験

で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
」

「
自
分
の
信
仰
の
歩
み
を

振
り
返
る
、
見
直
す
き
っ
掛

け
に
な
っ
た
」

「
黙
想
会
後
、
ミ
サ
中
に

イ
エ
ス
様
と
親
し
く
交
わ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
に
感
謝
で
す
」

「
よ
り
深
く
聖
書
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
感
触
を
得

ま
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
送
ら
れ
て
き

て
い
る
。

今
年
も
春
と
秋
に
開
催
予

定
で
、
最
初
の
開
催
日
は
４

月
29
日
㈷
。

連
絡
先　

撹
上
暁
子　

ngosdn@
gm
ail.com

、

０
５
０

－
７
１
０
８

－

７
４

１
０

昨
年
の
７
月
か
ら
12
月
末

ま
で
第
２
期
美
濃
・
尾
張
キ

リ
シ
タ
ン
殉
教
碑
建
設
募
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

光ヶ丘女子高等学校
クリスマスページェント２０２０

� ～時空を超えた新しい愛の風～

総
勢
300
人
以

上
の
生
徒
た
ち

の
歌
と
踊
り

で
創
り
上
げ

る
、
光
ヶ
丘
女

子
高
等
学
校
の

キ
リ
ス
ト
降
誕

劇
「
ク
リ
ス
マ

ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
」
２
０
２
０

が
12
月
22
日
、

名
古
屋
特
殊
陶

業
市
民
会
館
で

開
か
れ
た
。

天
地
創
造
か

ら
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
誕
生
と

エ
ジ
プ
ト
脱
出

ま
で
の
物
語

を
、
２
時
間
40

分
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
聖
劇
で
上

演
し
た
。
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
生

第一幕のフィナーレ

演
奏
と
合
唱
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
音
楽

が
効
果
的
に
組
み
込
ま
れ
、

劇
を
盛
り
上
げ
た
。
定
評
の

あ
る
バ
レ
ー
ダ
ン
ス
は
今
回

も
華
麗
に
披
露
さ
れ
た
。

今
年
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は

2
幕
の
前
半
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
演
じ
ら
れ
た
。

実
行
委
員
の
鶴
田
さ
ん
か

ら
「
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
感

染
症
対
策
を
取
り
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
一

生
懸
命
に
練
習
を
重
ね
て
準

備
を
し
て
き
た
」
と
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。

一
人
ひ
と
り
、
生
き
生
き

と
歌
い
踊
り
、
ま
さ
に
熱
演

だ
っ
た
。
今
年
は
感
染
症
対

策
の
た
め
、
客
席
は
保
護
者

の
み
の
入
場
だ
っ
た
が
、
参

観
で
き
な
か
っ
た
人
の
た
め

に
、
同
日
17
時
よ
り
ラ
イ
ブ

配
信
（
限
定
配
信
）
が
行
わ

れ
た
。

第
39
回
「
Ｅ
Ｖ
Ｅ
，
Ｍ
Ｙ
青
春
！
」

雨
天
の
中
に
響
く
清
ら
か
な
歌
声

今
年
で
39
回

目
と
な
る
聖
霊

中
学
・
高
等
学

校
（
愛
知
県
瀬

戸
市
）
が
主
催

す
る「
Ｅ
Ｖ
Ｅ
，

Ｍ
Ｙ
青
春
！
」

ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
が
12

月
24
日
、
名
古

屋
駅
前
の
Ｊ
Ｒ

タ
ワ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
で
あ
っ

た
。
17
時
開
演

予
定
が
天
候
の

都
合
で
30
分
遅

れ
た
。

両
校
の
聖
歌

隊
は
、
メ
サ
イ

ヤ
よ
り
“
ピ
ー

フ
ァ
”、
ア
ベ
マ
リ
ア
、
き

よ
し
こ
の
夜
な
ど
有
名
な
ク

リ
ス
マ
ス
の
曲
12
曲
を
披
露

し
た
。
伴
奏
は
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
。
雨
も
小
降
り
に
な
り

弦
楽
器
の
演
奏
も
行
な
わ
れ

た
。最
後
は
得
意
と
す
る「
ハ

レ
ル
ヤ
・
コ
ー
ラ
ス
」
が
声

高
ら
か
に
歌
わ
れ
、
聖
歌
隊

の
清
ら
か
な
歌
声
が
響
き

渡
っ
た
。
最
後
に
進
行
係
と

Ｍ
・
リ
ン
ス
ト
ロ
ー
ム
校
長

の
一
言
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
」
を
も
っ
て
終
演
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
入

場
者
は
限
定
さ
れ
た
が
、
参

加
で
き
な
か
っ
た
人
の
た
め

に
ラ
イ
ブ
配
信
（
限
定
）
も

行
わ
れ
た
。

図書案内  �

「キリシタンの祈り」
定価　2,420円（税込）　女子パウロ会

　日本の【四旬節】といえば、キリシタン時代ではないでしょうか。ま
ず絵を見て、それから文章を読んで黙想する…というふうに味わう読み
かたもおすすめします。ガラシャ、大友宗麟、二十六聖人、雲仙、おた
あジュリア、ペトロ岐部、『ど
ちりいな - きりしたん』など、
たくさんの要素が詰まってい
ますが、最初と最後のページ
は、パードレ（司祭）と“口
減らし”する村人という素朴
さ。有名無名問わず、彼らの
信仰があって今のわたしたち
につながる、というところに
十字架の道行のような祈りを
抱きます。（A.M）

東日本大震災・福島原発事故、災害支援金の報告
★発災時よりカリタス福祉委員会へ振込された支援金のご報告
　・2011.3.17（発災後募金開始）から　2020.12.31までの合計　32,431,810円
☆2020年12月　振込された支援金
　1件　32,102円　（振込手数料引き去り後の金額）
　振込ご協力いただいた小教区　金沢教会
★東日本大震災・福島原発事故、災害支援金について
　�名古屋教区は、大阪教会管区震災復興支援プロジェ
クト、福島での原発被災支援活動をされている団
体を中心に支援してまいりましたが、2021年3月を
もちまして10年間の東日本大震災・福島原発事故
災害支援金受付は終了の予定です。最終の3月に向
けて、皆様のご支援、ご協力を是非ともよろしくお願い致します。
　・毎月の支援状況は名古屋教区報で報告。
　・�各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活動日記の
HPに掲載。�
http://caritasjapan.jugem.jp

支援金振込先
口座番号：００８２０－５－１３７４５６
　　名義：カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会
　　　※‌�「東日本大震災・災害支援金」と�

募金の意向を記入願います

ご連絡・問合せ先
名古屋教区カリタス福祉委員会
　　電話　052-852-1426
　　FAX　052-852-1422

美
濃
・
尾
張
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
碑
建
設
募
金

第
２
期
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
集
計
報
告

ご
ざ
い
ま
し
た
。

12
月
31
日
末
時
点
で
募
金

合
計
は
、
８
９
４
，５
３
７

円
と
な
り
ま
し
た
。
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
ご
寄
付
を
大
切
に
し
て
キ

リ
シ
タ
ン
殉
教
碑
の
建
設
に

充
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
な
る
皆
様
の
お
力
添
え
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

名
古
屋
教
区

　

殉
教
者
顕
彰
委
員
会

�

委
員
長　

浅
井
太
郎

教皇フランシスコ来⽇公式記録DVDの
申し込みと感想を募集中

　カトリック中央協議会教
皇訪⽇準備室では、「教皇フ
ランシスコ訪日の記録DVD
の配布を昨年の11月から推
進し、これまで多くの方に
申し込みありました。すで
にご覧いただいた皆さまか
らの感想を募集しています。
お寄せ頂いた感想は中央協
議会ホームページ、SNS、
カトリック新聞、その他関
連のチラシなどで、本記録
DVDを紹介する際に公表さ
せて頂く場合があります。あらかじめご了承ください」と
応募をお願いしている。アンケート応募は下記アドレスの
フォームに必要事項を入力し、最後に「送信」ボタンをク
リックして下さい。
https://forms.gle/vGQgdu8pBVVBz7P7A
　このDVDをご希望の方は教区ニュース12月号を参照し
て申し込みください。申し込み期限は2月末まで。
問合せ、DVDの申し込みは
　　　�カトリック中央協議会教皇訪⽇準備室
　　　�〒135-8585 東京都江東区潮⾒2-10-10
　　　�電話 03-5632-4411（代）　FAX 03-5632-4453



	 ２ ０ 2 1 年 2 月 7 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 0 9 号）� （ 4 ）

聖マリアの無原罪教育宣教修道会
2020年度　聖書の学び　〈岐阜〉

日　時　2月7日（日）14：00～16：30
　　　　12：00～13：30 召命同伴の時間になった。
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　岐阜修道院・聖マリア女学院
　　　　マドンナホール　岐阜市福富201
内　容　イエスはどういう方か
　　　　�力ある業による「神の国」の宣言、自然、悪霊、病気

そして死を支配する権威（マルコ4章35節～5章43節）。
　　　　�諸事情により一週間ずれることがある。参加希望者

は日時を確認のこと。
主　催　聖マリアの無原罪教育宣教修道会　岐阜修道院
係　り　シスター碇（いかり）
　　　　☎058-229-3985（修道院）
　　　　携帯電話 090-3933-3220（碇）
交通アク�セス　JR岐阜駅から市バス12番バスのりばから乗車、

三田洞バス停下車（27～28分乗車）。乗車時にTel の
こと。バス停で待っています。JR 名古屋駅から約1
時間。自動車で来られる方は聖マリア女学院でナビ
設定のこと。

福者ユスト高山右近殉教者記念ミサ
　北陸ブロック主催による「福者ユスト高山右近殉教者
記念ミサ」が、2月3日の平日に行われる。この日は福
者ユスト高山右近殉教者の記念日。心を合わせて祈りま
しょう。
日　時　2月3日（水）13：00より
場　所　カトリック金沢教会
　　　　金沢市広坂1-1-54
ミ　サ　�ミカエル松浦悟郎司教と北陸ブロック司祭団

共同司式
問合せ　カトリック金沢教会
　　　　☎076-264-2536

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 

 080-2625-4681
受付時間　月～金（祝日を除く）

10：00～12：00

13：00～16：00

名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター

相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

2
月
の
教
会
暦

２
日
㈫	
主
の
奉
献
（
祝
）

３
日
㈬	

福
者
ユ
ス
ト
高
山
右
近
殉
教
者

（
記
）

５
日
㈮	

日
本
26
聖
人
殉
教
者
（
祝
）

６
日
㈯	

聖
ア
ガ
タ
お
と
め
殉
教
者（
記
）

７
日
㈰	

年
間
第
５
主
日

10
日
㈬	

聖
ス
コ
ラ
ス
チ
カ
お
と
め（
記
）

11
日
㈭	

ル
ル
ド
の
聖
母

	

世
界
病
者
の
日

14
日
㈰	

年
間
第
６
主
日

17
日
㈬	

灰
の
水
曜
日

	

四
旬
節
（
大
斎
・
小
斎
）

	

四
旬
節
愛
の
献
金（
四
旬
節
中
）

21
日
㈰	

四
旬
節
第
１
主
日

22
日
㈪	

聖
ペ
ト
ロ
の
使
徒
座
（
祝
）

28
日
㈰	

四
旬
節
第
２
主
日

3
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

５
日
㈮	

性
虐
待
被
害
者
の
た
め
の
祈
り

と
償
い
の
日
／
世
界
祈
祷
日

７
日
㈰	

四
旬
節
第
３
主
日

14
日
㈰	

四
旬
節
第
４
主
日

17
日
㈬	

日
本
の
信
徒
発
見
の
聖
母（
祝
）

19
日
㈮	

聖
ヨ
セ
フ
（
祭
）

21
日
㈰	

四
旬
節
第
５
主
日

	

大
阪
・
名
古
屋
両
教
区
司
教
座

教
会
献
堂
記
念
日

25
日
㈭	

神
の
お
告
げ
（
祭
）

28
日
㈰	

受
難
の
主
日
（
枝
の
主
日
）

	

世
界
青
年
の
日

教
区
行
事
予
定

2
月

３
日
㈬	

高
山
右
近
殉
教
者
ミ
サ
（
金
沢

教
会
）
＊

６
日
㈯	

殉
教
者
祭
（
栄
国
寺
）
中
止

７
日
㈰	

宣
教
司
牧
評
議
会
＊　

中
止

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

９
日
㈫	

樹
の
会

10
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会
／
教
区

顧
問
会
＊

12
日
㈮	

正
義
と
平
和
定
例
会

13
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
役

員
会
／
共
助
連
絡
会
研
修
会

14
日
㈰	

中
高
生
会
／
南
山
教
会
堅
信

式
＊

16
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

18
日
㈭	

月
集

20
日
㈯
㈷
レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

21
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議

25
日
㈭	
司
祭
評
議
会
＊

27
日
㈯	
濃
尾
Ｂ
会
議
／
典
礼
委
員
会

28
日
㈰	
教
会
学
校
教
師
会　

中
止
／
安

城
教
会
堅
信
式
＊

3
月

９
日
㈫	

樹
の
会
／
難
民
移
住
移
動
者
委

員
会

10
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

11
日
㈭	

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
・

復
興
祈
願
の
日

12
日
㈮	

正
義
と
平
和
定
例
会

13
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
幹

事
会

14
日
㈰	

城
東
B
会
議
／
三
河
Ｂ
会
議
／

中
高
生
会

16
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

18
日
㈭	

月
集

21
日
㈰	

名
古
屋
教
区
司
教
座
聖
堂
献
堂

記
念
日
／
城
北
B
会
議
／
城
南

B
会
議

24
日
㈬	

教
区
顧
問
会
＊

27
日
㈯	

教
区
法
人
評
議
員
会
＊
／
レ
ジ

オ
名
古
屋
ク
リ
ア

29
日
㈪
～
31
日
㈬　

中
高
生
会
「
中
学
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

31
日
㈬	

聖
香
油
ミ
サ
、
司
祭
・
修
道
者

金
銀
祝
の
祝
い
＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

2
月

４
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

15
日
㈪
～
19
日
㈮　

司
教
総
会

3
月

４
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

11
日
㈭	

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

10
周
年　

追
悼
と
感
謝
の
ミ
サ

（
仙
台
）

23
日
㈫	

南
山
学
園
評
議
員
会

C
O
V
ID
-19

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
、
又
は
延
期
と
な
っ
た
行
事

①�

１
月
17
日
新
成
人
を
祝
う
教
区
新
年
の

集
い

②�

２
月
６
日
名
古
屋
教
区
殉
教
者
祭
（
栄

国
寺
）

③
第
15
回
ホ
ス
ピ
ス
聖
霊
講
演
会

そ
の
他

今
年
の
２
０
２
１
年
度
名
古
屋
教
区
、
神

言
会
・
聖
霊
会
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
勉
強
会
シ

リ
ー
ズ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主にささげる24時間～聖体礼拝

　主税町記念聖堂では月に2回、聖体礼拝が行われ

ています。開始時と終了時にミサが行われます。ど

うぞご参列ください。

日　時　毎月第2・第4木曜日（2月は中止）

　　　　木曜日19：00～金曜日19：00

場　所　主税町記念聖堂　名古屋市東区主税町3-33

主　催　カトリック名古屋教区

問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223

責任者　平田政信神父　携帯電話090-1623-1170

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約76.7％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

621件 30,688,995円
（12/22現在）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

第33回　名古屋教区障害者連絡会
四旬節黙想会案内～障害をもつ人々共に～�
テーマ『信仰を守ること、つなぐこと』�
―尾張美濃キリシタン殉教者をとおして―

指導司祭　浅井太郎神父（東京カトリック神学院）
日　時　3月27日（土）10：00～16：00
場　所　カトリック南山教会
　　　　名古屋市昭和区南山町1　☎052-831-9131
プログラム　�9：30 受付、赦しの秘跡、10：30 ミサ�

11：30 カ障連総会、12：00 昼食�
12：30 午後の受付、13：00 第一講話�
14：30 第二講話、15：30 質疑応答、16：00 解散

参加費　無料
弁　当　�昼食として希望者には当方で弁当を用意。費用は

500円。希望の方は申し込みのこと。
主　催　教区障害者連絡会　カリタス福祉委員会
問合せ　黙想会担当　平出　携帯電話090-3150-9844
注）‌�新型コロナウイルス蔓延拡大が予想される時は中止す
る事もある。

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
2
月
の
炊
き
出
し　

木
４
日
東
山
、

11
日
布
池
、
18
日
聖
霊
・
南
山
・
樹
の
会
、

25
日
城
北
橋　

金
５
日
喜
望
の
会
、
12

日
一
宮
、
19
日
布
池
、
26
日
南
山

2021年�
世界祈祷日のお知らせ
テーマ「バヌアツの女性たち」
日　時　3月5日（金）10：00～
会　場　�日

にほ ん

本基
きりすと

督教
きょうだん

団御
ご き そ

器所教
きょうかい

会
　　　　礼拝堂
　　　　名古屋市昭和区御器所通2-15
交　通　�地下鉄「御器所」駅下車　

南西へ徒歩7分
内　容　�祈祷会　各教派5名ずつの

参加とする。参加できない
方のために YouTube でラ
イブ配信する予定。

連　絡　各自マスクを着用。
　　　　体調のすぐれない方はご遠慮下さい。
問合せ　名古屋教区信徒使徒職協議会
　　　　☎ 052-933-3435
注）‌�新型コロナウイルス感染拡大を受け、緊急事態宣言が
愛知県に出された場合は中止することもある。開催有
無を確認のこと。

新刊書紹介  �

「使徒的勧告　愛するアマゾン」
2021年1月29日発売　
本体価格 1000円（税込1100円）

　アマゾン周辺地域のための特別シノドス後の、「神の民と、
善意あるすべての人」にあてられた使徒的勧告。回勅『ラウダー
ト・シ』で繰り返された「あら
ゆるものはつながっている」と
いうメッセージのもと、アマゾ
ンの民族、文化、経済、自然に
関する深刻な脅威を具体的に指
摘することで、全人類が受け止
めるべき喫緊の課題を示し、預
言的役割としての教会の社会的
参与の必要性を説く。また、文
化の多様性の尊重を強く求め、
地域の特殊性を包括したインカ
ルチュレーションの実現を示唆
する。


